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衝鑿のロックダウン・スリラー
2021年のサンダンス映画祭でイウリ・ジェルバーゼ監督のデビュー長編は予期せぬかたちで脚光を
浴びた。2017年に脚本が書かれ、2019年に撮影された本作は、当初SFとして構想されていたに
もかかわらず､世界的なパンデミックで一変した現実と重なった。

外には一歩も出られず、部屋の中でしか生きられない“ピンク色"のディストピア。そこでジェルバー

ゼ監督が目指したのは、ルイス･ブニュエル『皆殺しの天使』やサルトル『出口なし』のように、制限さ
れた状況Fにおける生存競争ではなく人間の感情を描くことだった｡慣れ親しんだ日常を剥奪され、

望まぬ非日常が日常になりかわろうとするとき、人間は何を求めて何を選択するのか。雲はかたちを
変えながら、まるで鏡のように見つめる者の心を照らしかえす。

楽観､倦怠､絶望。
一歩も外に出られないまま、
やがて世界は少しずつ狂っていく
突如、世界中に発生した正体不明のピンクの雲は、10秒間で人間を死に至らしめる毒性の雲だっ

た。世界の状況は一変､外出制限で街は無人となり、一夜の関係を共にしていたジョヴァナとヤーゴ

も長くて数週間で終わるであろうロックダウン生活に入る。しかし月日は流れ、ピンク色の雲が日常

の景色となるにつれ、ジョヴァナの世界に生じた歪みは次第に大きくなっていくのだった

監督 , 脚 本 : イ ウ リ・ジェルパーゼ 出 演 : ヘナ タ ･ ジ ･ レ リス ､ エ ドゥアルド ･ メ ンドンサ
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